
――― 1819 ――― 「移民ネグレクト」に終止符を　泥縄式の「労働開国」に懸念も

外国人労働者との共生をめざして特
集

　
暮
ら
し
の
隣
に
「
移
民
」
一
四
六
万
人
と
い
う
現
実

　

き
っ
か
け
は
二
〇
一
六
年
九
月
、
社
会
部
で
同
僚
記
者
が
口
に
し
た
何

気
な
い
話
題
だ
っ
た
。「
福
岡
市
内
の
一
角
に
、ネ
パ
ー
ル
人
の
若
者
た
ち

が
身
を
寄
せ
合
っ
て
暮
ら
す
『
国
際
通
り
』
が
あ
る
ら
し
い
」

　

確
か
に
、
福
岡
市
内
で
中
国
語
や
韓
国
語
と
は
異
な
る
ア
ジ
ア
の
言
葉

を
耳
に
し
た
り
、
深
夜
の
居
酒
屋
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
働
く
褐

色
の
肌
の
人
び
と
見
掛
け
た
り
す
る
こ
と
が
、
こ
こ
数
年
で
急
に
増
え
た
。

法
務
省
入
国
管
理
局
に
聞
く
と
、
日
本
で
暮
ら
す
ネ
パ
ー
ル
人
の
増
加
率

は
福
岡
県
が
全
国
で
も
突
出
し
て
高
く
、
過
去
一
〇
年
間
で
一
九
倍
に
激

外
国
人
労
働
者
と
の
共
生
を
め
ざ
し
て

ル
ポ
◉

「
移
民
ネ
グ
レ
ク
ト
」に
終
止
符
を

泥
縄
式
の「
労
働
開
国
」に
懸
念
も

農
漁
業
や
製
造
業
、
建
設
業
な
ど
、
担
い
手
不
足
の
労
働
現
場
で

い
ま
や
欠
か
せ
ぬ
戦
力
と
な
っ
て
い
る
外
国
人
労
働
者
。

私
た
ち
の
便
利
な
暮
ら
し
を
支
え
る
隣
人
の
姿
を
、
見
え
な
い
も
の
と
し
て
扱
う

「
移
民
ネ
グ
レ
ク
ト
」
こ
そ
日
本
の
国
策
で
は
な
い
か
―
―
。

「
早
稲
田
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
大
賞
」
受
賞
の
、
西
日
本
新
聞
取
材
班
キ
ャ
ッ
プ
に
よ
る
現
場
レ
ポ
ー
ト
。

西
日
本
新
聞

「
新 

移
民
時
代
」
取
材
班
キ
ャ
ッ
プ

坂
本
信
博

増
し
て
い
た
。「
お
も
し
ろ
そ
う
だ
ね
」。
社
会
部
内
に
取
材
班
を
結
成
し

た
。

　

ネ
パ
ー
ル
人
の
若
者
か
ら
ア
ル
バ
イ
ト
先
へ
の
送
迎
バ
ス
の
時
刻
表
を

入
手
し
、乗
り
場
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
駅
前
で
張
り
込
み
を
続
け
た
。中
国
系
と
は

違
う
肌
の
色
を
し
た
ア
ジ
ア
系
の
外
国
人
の
方
が
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
現
れ
、
バ

ス
に
乗
り
込
ん
で
い
っ
た
。
尾
行
を
始
め
た
。

　

一
台
の
バ
ス
が
た
ど
り
着
い
た
の
は
、
福
岡
市
郊
外
に
あ
る
運
送
会
社

の
仕
分
け
セ
ン
タ
ー
。
働
く
人
の
九
割
が
ネ
パ
ー
ル
人
留
学
生
で
、
バ
イ

ト
リ
ー
ダ
ー
も
任
さ
れ
て
い
た
。

　

別
の
バ
ス
を
追
う
と
、コ
ン
ビ
ニ
弁
当
の
工
場
に
着
い
た
。内
部
に
は
ベ

ト
ナ
ム
語
と
ネ
パ
ー
ル
語
で
注
意
書
き
が
あ
り
、
労
働
者
の
う
ち
九
割
が

外
国
人
。
う
ち
八
割
が
ベ
ト
ナ
ム
人
、
残
り
二
割
が
ネ
パ
ー
ル
人
だ
っ
た
。

ア
ル
バ
イ
ト
を
掛
け
持
ち
し
て
、
月
二
五
万
円
稼
ぐ
若
者
も
い
た
。
昼
間

は
コ
ン
ビ
ニ
の
レ
ジ
、
深
夜
は
そ
の
弁
当
工
場
で
ア
ル
バ
イ
ト
。
夜
に
自

分
が
作
っ
た
冷
や
し
う
ど
ん
を
昼
間
に
売
っ
て
い
る
と
い
う
、
冗
談
の
よ

う
な
事
実
も
見
聞
き
し
た
。

　

な
ぜ
尾
行
や
内
部
資
料
を
入
手
す
る
よ
う
な
取
材
を
し
た
か
。
運
送
会

社
も
ホ
テ
ル
も
コ
ン
ビ
ニ
も
、
多
数
の
留
学
生
が
働
い
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
取
材
を
断
っ
て
き
た
か
ら
だ
。
多
く
の
留
学
生
が
入
管
難
民
法

に
基
づ
く
留
学
生
の
就
労
制
限
（
原
則
週
二
八
時
間
以
内
）
を
破
っ
て
働

い
て
い
る
の
を
隠
す
た
め
だ
。
一
方
で
、
留
学
生
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
職

場
で
欠
か
せ
ぬ
戦
力
に
な
っ
て
い
た
。

　

日
本
で
暮
ら
す
外
国
人
の
実
像
や
、
彼
ら
な
し
に
は
成
り
立
た
な
い
日

本
社
会
の
現
実
を
ア
ジ
ア
の
玄
関
口
・
九
州
か
ら
見
つ
め
、
共
生
の
道
を

探
ろ
う
―
。
西
日
本
新
聞
は
二
〇
一
六
年
一
二
月
か
ら
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
報

道
「
新 

移
民
時
代
」
を
始
め
た
。

　

朝
刊
の
一
面
ト
ッ
プ
を
飾
っ
た
最
初
の
記
事
に
は
「
暮
ら
し
の
隣
『
移

民
』
一
〇
〇
万
人
」
と
い
う
大
き
な
見
出
し
を
付
け
た
。
こ
の
年
、
日
本

国
内
の
外
国
人
労
働
者
が
初
め
て
一
〇
〇
万
人
を
突
破
。
そ
の
後
一
年
で

約
二
〇
万
人
の
ペ
ー
ス
で
増
え
続
け
、
一
七
年
一
〇
月
に
は
一
二
八
万
人
、

一
八
年
一
〇
月
に
は
一
四
六
万
人
を
記
録
し
た
。
そ
の
二
割
は
留
学
生
だ
。

発
展
途
上
国
か
ら
来
た
彼
ら
の
多
く
は
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
し
で
は
学
費
や

生
活
費
が
賄
え
な
い
。
就
労
制
限
を
守
れ
ば
生
活
が
困
窮
し
、
破
れ
ば
摘

発
対
象
と
な
る
。
一
方
で
、
深
夜
の
食
品
工
場
や
運
送
会
社
の
配
送
セ
ン

タ
ー
、
コ
ン
ビ
ニ
や
居
酒
屋
な
ど
、
日
本
の
若
者
が
敬
遠
す
る
人
手
不
足

の
職
場
で
、
時
に
不
法
就
労
で
働
く
留
学
生
た
ち
が
貴
重
な
労
働
力
と
な

っ
て
い
る
。
二
四
時
間
営
業
の
コ
ン
ビ
ニ
で
い
つ
で
も
弁
当
が
買
え
、
オ

ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
す
ぐ
に
商
品
が
届
く
便
利
な
暮
ら
し
。
外
国

人
受
け
入
れ
に
反
対
の
人
び
と
も
含
め
、
多
く
の
日
本
人
が
恩
恵
を
受
け

て
い
る
と
分
か
っ
た
。

さ
か
も
と
・
の
ぶ
ひ
ろ

一
九
七
二
年
生
ま
れ
。
マ
レ
ー
シ
ア
の
邦
字
紙
記
者
、
商
社
勤
務
を
経
て
一
九
九
九
年
に
西
日
本
新
聞

社
入
社
。
主
に
社
会
部
で
医
療
、
教
育
、
調
査
報
道
な
ど
を
担
当
。
二
〇
一
七
年
に
「
新 

移
民
時
代
」

取
材
班
キ
ャ
ッ
プ
と
し
て
石
橋
湛
山
記
念
早
稲
田
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
大
賞
受
賞
。
社
会
部
デ
ス
ク
兼
遊

軍
キ
ャ
ッ
プ
を
経
て
、
現
在
は
西
日
本
新
聞
メ
デ
ィ
ア
ラ
ボ 

ク
ロ
ス
メ
デ
ィ
ア
報
道
部
シ
ニ
ア
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
。

『新 移民時代』の連載記事をまとめた書籍
（明石書店）


